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論文内容要旨
激しい運動や使い
ていない。歯科で
の異常な顎運動に
ヒスタミンに着目
ます。Histid墨ned
近年実験で,マウ
もたらすことが報
大腿四頭筋の翼D
により顎関節症の
より生じるヒスタ
で,本研究では咀嚼
筋の鷺DC活性を上
させるのかを明ら
検討しました。ま
 なりうるかどうかについても検討しました。
[方法]BALB/cマウ
は,マウスは閉じ込
見した。また,マ
の比較実験ができ
 法で灘定した。
[結果]①水浴,長
を上昇させた。一
筋疑DC活性は拘束
トレスでは骨格筋のいずれにも狂DC活性の上昇はみら
[考察ユ以上の結果
トレスそのものが
 けではないが,胃の猛DC活性はストレ
5
審査結果要旨
激しい運動の後な
顎関節症における咀
疲労が原因の一つと
ることは意義深い
騒stidiRedecarboxy
近年マウスの長時間
ことが報告されて
上昇が押さえられ
することが報告され
の筋肉痛をもたらす
レスについて,スト
発される筋活動が}
負荷し,その際の骨
 て観察し,胃のHDC活性がス
本論文では,BALB/
験では,マウスは閉
を発見した。また,
が可能な実験系(曝
だちに断頭し,組織を摘出し,翼DC濡性を
その結果,①水浴
難DC活性を上昇さ
た。③咬筋HDC活性
④水浴ストレスでは
 った。
以上の結果より骨格
のものがもたらすわ
いが,胃の麗DC活性
肉の疼痛発生のメカ
 するものと認める。
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